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APU 第2の開学を記念して、17年振りにキャンパス
で春期入学式・特別講演を実施しました。

4APU,第2の開学

APUの近況



地域との連携を重視しているサステイナビリティ観光学部
を新設。1期生が別府八湯・温泉まつりにて、お揃いの
はっぴを着て、神輿をかついで、湯ぶっかけに初参加！

5APU,第2の開学

APUの近況



6APU,第2の開学

コロナ以前の日常が戻っている：春期セメスター
始まった直後に開催されたミャンマーウィーク

APUの近況



7APU,第2の開学

APUと立命館大学 国際関係学部のゼミが
合同で模擬裁判を実施

APUの近況



8APU,第2の開学

JR別府駅構内の観光案内所で
インターンシップ成果を報告教育プログラム連携事業

APUの近況



海外留学プログラムが再開しています（一部抜粋）。

APUの近況
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プログラム名 派遣国/地域 募集期間(2023年予定) 実施期間
費用概算
(過年度実績)

成績 注意事項

1 FIRST(韓国) 韓国 4月3日(月)~14日(金) 6月上旬(5日間) 9万円程度
2 単 位
(P/F)

・履修登録上限単位数に含まない
・再履修不可

2 FIRST(九州) 九州 9月21日(木)~10月12日(木) 11月下旬～12月上旬 7万円程度
2 単 位
(P/F)

・履修登録上限単位数に含まない
・再履修不可

3 SECOND 東南アジア
4月3日(月)~26日(水) 8月下旬～9月中旬(2週間)

23万円程度
2単位

(A+,A,B,C
/F)

・履修登録上限単位数に含まない
・再履修不可10月4日(水)~25日(水) 2月中旬～3月上旬(2週間)

4 BOOST ―

4月10日(月)~4月21日(金) 5月上旬～8月下旬

無し
計 4 単 位
(A+,A,B,C
/F)

・キャンパス外での活動は行わない
・履修登録上限単位数に含まない
・再履修不可10 月 4 日 ( 水 )~10 月 12 日 ( 木 )

(予定)
10月下旬～2月下旬

5

AP言語イマージョン
プログラム

各プログラムによる

4月12日(水)~26日(水)
8月～9月(各プログラムによ
る)

35-70万円
2 or 4単位
(A+,A,B,C
/F)

・履修登録上限単位数に含まない
・異なるプログラムであれば再履修
可能

(中国語)

(韓国語)

(マレー・インドネシア語)

10月11日(水)~10月25日(水)
2月～3月(各プログラムによ
る)

(スペイン語)

(タイ語)

(ベトナム語)

6
日 本 語 イ マ ー ジ ョ ン プ
ログラム

別府市内 10月11日(水)~10月25日(水) 2月～3月 2万円程度
2単位

(A+,A,B,C
/F)

・履修登録上限単位数に含まない
・異なるプログラムであれば再履修
可能

7
サ ー ビ ス ラ ー ニ ン グ
プログラム

アメリカ 12月中旬~2024年1月末
2024年8月中旬～11月下旬
(3ヶ月)

160～180万円程
度

計 8 単 位
(P/F)

・履修登録上限単位数に含まない
・再履修不可

8 GCP アメリカ 12月中旬~2024年1月末 2024年6月～7月 90万円程度
計 10 単 位
(A+,A,B,C
/F)

・履修登録上限単位数に含む
・再履修不可

https://www.apu.ac.jp/abroad/program/?category=&pgid=1
https://www.apu.ac.jp/abroad/program/?category=&pgid=2
https://www.apu.ac.jp/abroad/program/?category=&pgid=3
https://www.apu.ac.jp/abroad/program/?category=&pgid=5
https://www.apu.ac.jp/abroad/program/?category=&pgid=6
https://www.apu.ac.jp/abroad/program/?category=&pgid=7
https://www.apu.ac.jp/abroad/program/?category=&pgid=8
https://www.apu.ac.jp/abroad/program/?category=&pgid=9
https://www.apu.ac.jp/abroad/program/?category=&pgid=10
https://www.apu.ac.jp/abroad/program/?category=&pgid=11
https://www.apu.ac.jp/abroad/program/?category=&pgid=12
https://www.apu.ac.jp/abroad/program/?category=&pgid=15
https://www.apu.ac.jp/abroad/program/?category=&pgid=14
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APUについて

APU,第2の開学

大型公私協力方式で2000年に設立



12APU,第2の開学

●大学名 立命館アジア太平洋大学
Ｒｉｔｓｕｍｅｉｋａｎ Ａｓｉａ Ｐａｃｉｆｉｃ Ｕｎｉｖｅｒｓｉｔｙ

●所在地 〒８７４-８５７７ 大分県別府市十文字原1－1
●開学 ２０００年４月学部、２００３年４月大学院開設
●設置者 学校法人立命館

（大分県、別府市との公私協力による）

●学生数 5,643名 （大学院生、非正規生含む）

●教員数 175名 （教員は専任の教授、准教授、助教、講師
教員の出身国・地域数は23 (日本以外) ）

●職員数 ２２３名 （契約職員含む）
（２０２２年５月1日付）

APUについて



13APU,第2の開学

APUについて

106
（2023年春データ）

↓
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2023

●「国際性」全国1位にランクイン
● 総合順位5年連続 西日本の私大1位
● 全国私大では4位（全体22位）

APUについて

4位 立命館アジア太平洋大学（大分）
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APUについて

2022年10月、再審査の結果、継続的な取り組みとその成果
が評価され、再認証を取得しました。
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多角的なネットワーク
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APUで学んだ人たちが世界を変える。
この多文化が共生する国際社会には多様な価値観が存在し、対立や摩擦が否応なく生じる。
異なる文化と価値観の違いを認めて理解し合い、自由で平和な世界を築く「世界市民」を育成する。
これが、APUの目指す「自由・平和・ヒューマニティ」「国際相互理解」「アジア太平洋の未来創造」
という理念の核心である。
APUで学んだ一人一人が、自由と平和を追求する人間として、人間の尊厳に対する畏敬の念を抱き、
世界で、日本で、それぞれの住む地域や立場で、他者のために、社会のために行動することに
より、世界が変わる。

APU2030ビジョン

APUで育つ「世界を変える」人とは
■他者と協働し、対話を軸に対立を乗り越え、社会に影響を与えることができる。
■異なる文化との衝突や遭遇したことのない困難への耐性がある。
■多様な視点やアイデアから、新しい価値を創造することができる。
■自分自身のゴールを描き、生涯学び成長し続けることができる。

「世界を変える」人を育てるためにAPUは
■比類ない多国籍・多文化環境を活かして、世界市民として成長するための学習や活動の機会及び

生活環境を提供し、世界に誇るグローバル・ラーニング・コミュニティを創成する。
■教育・研究の質を絶え間なく向上させ、世界で通用する新たなグローバル・ラーニングの価値を創造する。

■APUの財産である世界中の卒業生や地域社会のステークホルダーとのつながりを深化させ、教育活動や大学運営で
協働する。

―APUは世界に誇れるグローバル・ラーニング・コミュニティを構築
し、そこで学んだ人たちが世界を変える。
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APUについて

４年間を通じたキャリアプログラム

●Step 1（1回生）:4年間どう過ごすか考える
・新入生オリエンテーションでキャリアオフィスの活用法を学ぶ・1回生向け授業
「キャリア・デザインⅠ」の開講
＊キャリアオフィス資料室やキャリア系のイベントに積極的に参加を！

●Step2 (1回生～2回生）：将来像のモデルを提示
・企業や国際機関など社会人の校友を招いた講演会を実施

●Step3（1回生～3回生）：学生生活を通して職業観を形成
・インターンシップへの参加
・企業研究などキャリアに関連した授業への参加
・起業を目指す学生のための出口塾への参加など

●Step4 (3～4回生）：就職・進学へ本格始動
・オンキャンパスリクルーティングや各種就活セミナーへの参加
・オンラインによる個別相談や内定者企画の活用など
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APUについて

立命館東京キャンパス

●場所は、東京都千代田区丸の内1-7-12サピアタワー8F
（東京駅日本橋口、大手町駅B7出口からすぐ）

立命館東京キャンパスは、立命館大学の学生と立命館アジア太平
洋大学の学生が利用可能で、就活ピーク時は、1日70名ほどの学
生で賑わいます。主に就活で利用する学生が多いのですが、在学
生であれば誰でも気軽に立ち寄ってパソコンでの作業などができ
ます。卒業生も利用できるので、ふらっと遊びに来ます。

20



３.全学共通の学び

APUの異文化協働授業における体験と成長

混ぜる教育の仕組み

20
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新APUの学びの全体像：多文化環境を活かした全学共通の教育×学部の専門教育

21

サステナビリティ観光学部
（ST）



APUの初年次教育体系

目的

1 高校からの円滑な移行と大
学生活への適応

2 大学基本理念・歴史の理解
とアイデンティティ形成

3 他者との関係構築・学びのコ
ミュニティ形成

4 異文化理解力と異なる文化・
価値観への寛容性

5 将来の進路目標設定と高い
学習意欲の形成

6 他者と協調・協働する力の形
成

7 大学における学修技法の修
得

8 主体的・能動的な学修スタイ
ルへの「学びの転換」

•新入生オリエンテーション

•入学前教育プログラム（キャンパス訪問デー、英

語・基礎力アップ講座、スクーリング）

•国際学生寮におけるコミュニティづくり

•保護者向けプログラム（親子で考える留学、キャン

パスツアー）

大学生活への

適応

•「スタディスキル・アカデミックライティング」（登録必修科

目）

•「ピアリーダートレーニング入門」（選択科目）

•アカデミックアドバイジング

•学習サポート（FIX講座、SALC言語自主学習センター、ライティ

ングセンター）

大学生活成功

リテラシーの

獲得

•「多文化協働ワークショップ」（登録必修科目）

•「FIRST – Freshman Intercultural Relations Study Trip」（選

択科目）

•国際学生寮における異文化間交流活動

異文化理解へ

の動機付け
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「多文化協働ワークショップ」の目的
Multicultural Collaborative Workshop (MCW)

23



MCWの授業方法
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MCWの授業内容
週 講義（大教室） 演習（小教室）

1 全体オリエンテーション、文化とは アイスブレイク、自己紹介

2 アクティブリスニング、好奇心 アクティブリスニングの練習

3 言語の壁 Show & Tell (1)、言語の壁を乗り越えよう！

4 コミュニケーションスタイル Show & Tell (2)、コミュニケーションスタイルの共有

5 ダイバーシティとインクルージョン（多様性と包摂） Show & Tell (3)、多文化チームワークの振り返り

6 ステレオタイプ ステレオタイプに関する実習

7 自分の文化レンズ 学校体験について共有と話し合い

8 グループプロジェクト「理想の学校」について 中間振り返り、グループプロジェクトの準備

9 ピア評価の仕方、グループ課題について
グループプロセスの振り返り（ピア評価）、グループプロジェ
クトの準備

10 グループプロジェクト中間発表

11 グループ理論 グループ理論に関する実習

12 グループプレゼンテーションと今後の予定について グループプレゼンテーション準備

13 プレゼンテーション大会予選

14 プレゼンテーション大会決勝

25
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言語教育（英語）



言語教育（アジア太平洋言語）
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言語教育（アジア太平洋言語）
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日英二言語教育

●留学生は日本語必修・日本人は英語開講科目20単位必修
●全ての専門科目・教養科目を日英両言語で提供
●多文化キャンパスのいたるところで鍛えられる言語運用能力
●授業ではプレゼンテーションやディスカッションを多用

体系的なカリキュラムと国際基準の成績管理

●科目レベルと履修の順次性を示す科目ナンバリング
●5段階評価とGPAによる厳格な成績管理→成績による3段階の優先履修登録
●期末試験は成績の50％以下、日々の学習や授業参画状況も評価
●海外の大学で採用されているUMAP単位互換方式（UCTS）を採用

協働学習環境

※学部のみ

春・秋の2回入学とクオーター制の採用

●開学以来、春と秋、年2回（ほぼ同数）の入学・卒業を実施
●クオーター制（1クオーター2カ月）とセメスター制の併用により、柔軟な学習スケジュールが可能
●クォーター科目では集中的な学び（同一科目週２回）で学習の節目・山場が頻繁に

国際通用性のある教育システム

●多様な学生スタッフが大学運営や教育活動に参画→学部生TA多用
●言語自主学習センター (SALC) で学生同士が教えあう
●ラーニング・コモンズで活発なグループワーク
●2023年大規模ラーニング・コモンズ (＋教室・研究室) 新棟稼働

毎日の学習時間
は約2時間※

真剣に学ぶことが
ダサくない文化

※授業がある日の授業外勉強時間
(授業がない日の方が勉強時間は長い)

平均：国際生2.2H / 国内生1.7H
30分未満：国際生6.8% / 国内生12.9%
2時間以上：国際生50.9% / 国内生31.3%
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４.新教学棟・新国際教育寮

30
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新たな教学棟グリーンコモンズおよび国際教育寮APハウス5の概要

＜建築コンセプト＞

●「グローバル・ラーニング・コミュニティ」に相応しい空間への進化
●多様なスチューデント・コモンズ（教室以外の共通空間）を豊富に設置
●「学生間交流」、「学生・教員間交流」、「学生・ステークホルダー・地域
交流」
●グローバルで多様なコミュニティを創出
●APUの豊富なステークホルダーとの連携を促進
●APUの特徴ある「学び方」を支える教室への進化
●活発なグループワーク、プレゼンテーション、質疑応答へ教室が最適化
●地球規模の社会課題「持続可能な社会」実現のシンボルとして
●カーボンゼロ社会を目指して ･･･ 大分県産木材を98％使用
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新たな教学棟グリーンコモンズおよび国際教育寮APハウス5の概要

多様なスチューデント・コモンズ（教室以外の共通空間）を豊富に設置
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新たな教学棟グリーンコモンズおよび国際教育寮APハウス5の概要

活発なグループワーク、プレゼンテーション、質疑応答へ教室が最適化
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新たな教学棟グリーンコモンズおよび国際教育寮APハウス5の概要

カーボンゼロ社会を目指して ･･･ 大分県産木材を98％使用
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＜建築コンセプト＞
●「グローバル・ラーニング・コミュニティ」に相
応しい空間への進化
●Residential Education & Residential Wellbeing 
（学びの場としての寮、心身の健康維持のための
寮）: 国際教育寮の進化
（Education）
●寮生以外の学生も含め、多様な交流や協働ができ
る中央エリア
●地域・企業などのステークホルダーとの交流も可
能な交流ラウンジ
●1回生のほとんどが入寮する多文化空間が可能にす
る「Global Citizenship」としてのプログラム
（Wellbeing）
●生活空間である寮室エリアのプライバシー・セ
キュリティ確保
●心身を健康に過ごすためのプログラム

新国際教育寮APハウス５

2023年5月1日時点入寮者数
APH1・2：1,015名
APH5： 153名



APハウス新棟の教育空間

• 寮生以外の学生も含め、多様な交流や協働ができる中央エリア
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APハウス新棟の教育空間

• 地域・企業などのステークホルダーとの交流も可能な交流ラウンジ
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APハウス新棟の教育空間

• 1回生のほとんどが入寮する多文化空間

38



このような企画も実施しています
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焚火DEウェーブの様子



このような企画も実施しています
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シンフォニーオブライツ

星空映画祭

の様子



今後の予定
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今年度よりFacebookを始
めました。最新情報を公
開した際はFacebookでも
お知らせをいたしますの
で、お見逃しないよう
フォローください。
（APU 国内学生保護者会
で検索してください）
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本日はご参加いただきありがとうございました。

引き続きのご支援よろしくお願い申し上げます


